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参考資料１   
様式１ 異常現象の通報等各種報告に係る様式及び記入要領 
                                                    第     報 
    
        １．石油コンビナ－ト等特別防災区域内の事故  報告日時   年  月  日  時  分  
      
               ２．危険物に係る事故  都道府県    大  阪  府  
 事 故 名           
               ３．原子力災害  市町村       
      
        ４．その他特定の事故  報告者名   
    
 
 
   
 事 故 種 別          １．火 災  ２．爆 発  ３．漏えい  ４．その他 （                   ）  
     
 発 生 場 所           
       
 事 業 所 名           特別防災区域             レイアウト第１種、第１種、第２種                    
     その他                
         
   発 見 日 時               月   日   時   分  
 発 生 日 時              月   日   時   分      
 （覚知日時）          （   月   日   時   分 ）  鎮 火 日 時               月   日   時   分  
   （処理完了）            
         
 消防覚知方法           気 象 状 況            
         
 物 質 の 区 分          １．危険物 ２．指定可燃物 ３．高圧ガス ４．可燃性ガス  物質名       
  ５．毒劇物 ６．Ｒ１等 ７．その他（         ）    
       
 施 設 の 区 分          １．危険物施設  ２．高危混在施設  ３．高圧ガス施設  ４．その他（            ）  
       
 施 設 の           危 険 物            
 概 要           施 設 の 区 分            
       
 事 故 の 概 要           
      
  死者（性別・年齢）                       人  負傷者等         人（    人）  
 死 傷 者          重 症   人（    人）  
         中等症   人（   人）  
         軽 症   人（   人）  
     
   出 場 機 関             出 場 人 員          出 場 資 機 材          
           
   事    自主防災組織                人   
          
 消 防 防 災           業    共同防災組織                人   
 活 動 状 況                  
 及 び           所    そ の 他                人   
 救 急 ・ 救 助                  
 活 動 状 況           消 防 本 部                   台   
          人   
         
   消 防 団                   台   
          人   
         
   海 上 保 安 庁                   人   
         
   自 衛 隊                   人   
  警戒区域の設定  月  日  時  分        
  使用停止命令   月  日  時  分  そ の 他                   人   
        
 災害対策本部等           
 の 設 置 状 況           
    
 その他参考事項          
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記入要領 
 
① 事故種別 

  欄中、該当するものの記号を○で囲むこと。 
 
② 事業所名 

  「事業所名」は、「○○㈱○○工場」のように、事業所の名称のすべてを記入すること。 
 
③ 特別防災区域 

  石油コンビナート等災害防止法（昭和 50 年法律第 84号。以下この項で「法」という。）第２条第２号
に規定する特別防災区域名を記入すること。また、発災事業所が、法第２条第４号に規定する第一種事業

所にあっては、「レイアウト第一種」、「第一種」のいずれかを、同条第５号に規定する第二種事業所は「第

二種」を、その他の事業所は「その他」を○で囲むこと。 
 
④ 覚知日時及び発見日時 

  「覚知日時」は、消防機関が当該事故を覚知した日時を、「発見日時」は事業者が当該事故を発見した

日時を記入すること。 
 
⑤ 物質の区分及び物質名 

  事故の発端となった物質で、欄中、該当するものの記号を○で囲み、物質の化学名を記入すること。 
なお、当該物質が消防法（昭和 23年法律第 186号）で定める危険物である場合には、危険物の類別及
び品名について記入すること。 

 
⑤ 施設の区分 

  欄中、該当するものの記号を○で囲むこと。 
 
⑦ 施設の概要 

  「○○と××を原料とし、触媒を用いて＊＊製品を作る△△製造装置」のように記入すること。 
  なお、当該施設が危険物施設である場合には、危険物施設の区分（製造所等の別）についても記入する

こと。 
 
⑧ 事故の概要 

  事故発生に至る経緯、態様、被害の状況等を記入すること。 
 
⑨ 消防防災活動状況及び救急救助活動状況 

  防災本部、消防機関及び自衛防災組織等の活動状況並びに府又は市町の応急対策の状況を記入すること。 
 


